
第3種郵便物認可臼

日課の散歩出会う人に

！ 　∴〕 1∴‡：撞 �′＼● ｝三雲 �シ∴∴∴ふ 

丁で∴－ �　回書SIS ／J」∴∴∵享 

青 ．∴‘ヽ 　売主 一・嘉一－ �逮‾i �・章 ヽ七 ‾誤＿ ：手 ・i闘 、 ●′．・′⊂ �ー：捷〟． 〇・十 ＿l ∴↓ 

タ 　　　　　　．、l“ �ト●淳 子： ∴避 

半日書証 

国書臆等一　〇ふ 　：亨 　∵ぎ∴遵∵∴子工、「：●∴ � ��適意 

．暮∴ 

詫▼、　　　　　　　．ニー定言 
ll書冒細’ 

十三二意義 ���1　　　　　　　　‘「ニー、一・一　　　　　　畳 

十　′ �∴一∵ �・i‾∴ン �薬i �＿ヽ �＝1一・・il即∴江 ���∴＼． �ー；・l《 � 

挙蟻転．・雪 �� � �� � � � � 
宣 �� � 

「
戦
争
二
度
と
」
語
り
続
け

圃　ドイツ中西部の静かな集落

ガ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハ
・
デ
ィ
ー
ス
で

暮
ら
す
U
ボ
ー
ト
の
元
乗
組
員
エ

ミ
ー
ル
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
さ
ん
（
9
1
）

に
と
っ
て
、
日
本
は
「
特
別
な

国
」
だ
っ
た
。
潜
水
艦
の
修
理
で

蕎
港
し
、
占
領
下
ま
で
滞
在
し
た

神
戸
で
そ
の
思
い
を
強
め
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。

最
新
鋭
の
中
型
潜
水
艦
「
U
5

1
1
号
」
を
日
本
に
譲
渡
し
た

後
、
乗
組
員
は
約
2
週
間
の
休
暇

を
と
り
、
神
戸
港
に
集
合
し
た
。

1
9
4
3
（
招
和
1
8
）
年
1
0
月
初

め
、
輸
送
船
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

向
か
っ
た
。
日
独
の
潜
水
艦
が
共

同
で
連
合
国
側
と
戦
っ
て
い
た
。

接
収
し
た
イ
タ
リ
ア
の
潜
水
艦
3

隻
＝
田
＝
な
ど
に
分
乗
。
砲
弾
に

も
使
わ
れ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
と
い

っ
た
希
少
金
属
や
生
ゴ
ム
な
ど
の

軍
事
物
資
を
積
み
、
ド
イ
ツ
へ
輸

送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
乗
艦
し
た
の
ほ
U
エ
7
2
4

号
。
操
艦
の
た
め
イ
ヌ
リ
ア
人
数

人
も
乗
り
込
ん
だ
。
イ
ン
ド
洋
で

給
油
を
受
け
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

そ
の
燃
料
を
積
ん
だ
タ
ン
カ
ー
が

連
合
国
側
の
攻
撃
を
受
け
、
戻
る

こ
と
に
な
っ
た
」

「
積
み
荷
を
砂
糖
や
食
料
な
と

に
入
れ
替
え
、
日
本
に
輸
送
し

た
。
途
中
、
台
風
を
避
け
る
た
め

に
漕
艇
し
、
船
体
が
海
底
に
ぶ
つ

か
っ
て
損
傷
。
私
は
ひ
ざ
を
打
っ

て
動
け
な
く
な
っ
た
。
神
戸
で
艦

を
修
理
す
る
間
、
六
甲
山
の
ホ
テ

ル
で
静
養
し
た
」

神
戸
に
寄
港
し
た
時
期
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
4
5
年
2
月
か
ら

続
い
た
神
戸
大
空
襲
の
前
ら
し

い
。
負
傷
し
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
さ
ん

を
慰
問
し
た
神
戸
市
在
住
の
ド
イ

ツ
大
家
族
と
知
り
合
い
、
六
甲
山

の
別
荘
な
ど
に
遊
び
に
待
っ
た
と

いう。
「
ド
イ
ツ
敗
戦
後
、
兵
士
ら
に

民
間
パ
ス
ポ
ー
ト
が
渡
さ
れ
た
。

梧
会
の
六
甲
山
の
ホ
テ
ル
に
、
旧

海
軍
兵
士
を
含
め
1
0
0
人
以
上

は
い
た
。
同
山
中
に
隠
し
た
倉
庫

に
食
料
が
十
分
あ
り
、
外
出
は
わ

り
と
自
由
だ
っ
た
」
一

連
合
国
軍
の
占
領
期
間
中
も
同

じ
ホ
テ
ル
に
収
容
さ
れ
だ
が
、
待

遇
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

け
佐
屋
十
一
長
鳥
肪
圧
鵜
原
一
寸
煩
い
搾
・
刀
韮

下
さ
れ
る
と
、
「
一
発
で
衝
を
破
壊

す
る
爆
弾
だ
」
と
耳
に
し
た
。
後

に
、
占
領
軍
の
米
士
官
は
「
日
本
が

降
伏
し
な
か
っ
た
ら
、
ほ
か
の
街

に
も
投
下
し
て
い
た
」
と
話
し
た
。

4
7
毎
2
月
、
元
乗
組
員
は
横
須

賀
か
ら
米
軍
輸
送
船
「
マ
リ
ン
・

ジ
ャ
ン
パ
ー
」
で
帰
国
の
途
に
つ

い
た
。
民
間
人
も
含
め
約
1
2
0

0
人
が
乗
船
し
、
ド
イ
ツ
北
部
の

プ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
へ
。
同

国
内
の
収
容
所
に
移
さ
れ
て
簡
単

な
尋
問
を
受
け
た
後
、
帰
宅
が
辞

さ
れ
た
。「

輸
送
船
で
も
厨
房
で
働
き
、

乗
務
員
の
食
事
を
つ
く
っ
た
。
給

与
の
代
わ
り
に
、
た
ば
こ
が
配
給

さ
れ
た
。
帰
国
後
、
そ
の
た
ば
こ

を
売
っ
て
パ
ン
を
買
っ
た
」

8
7
年
か
ら
8
8
年
に
か
け
夫
婦
で

世
界
一
周
旅
行
を
し
た
。
日
本
に

を
訪
問
し
た
。
戦
時
下
の
日
本
に

滞
在
し
た
元
ド
イ
ツ
海
軍
兵
士
ら

の
集
い
「
ニ
ッ
ポ
ン
・
ク
ル
ー
」

に
も
何
度
か
出
席
し
た
と
い
う
。

戦
時
中
、
母
親
は
「
反
社
会

的
」
だ
と
し
て
ナ
チ
ス
の
収
容
施

設
に
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
戦
争

と
独
裁
の
時
代
を
生
き
た
ワ
ー
グ

ナ
ー
さ
ん
は
家
族
に
つ
い
て
多
く

を
語
ら
な
い
が
、
「
日
本
は
家
族

で
食
卓
を
囲
み
、
お
か
ず
を
一
つ

の
鉢
か
ら
分
け
合
っ
て
食
べ
る
。

そ
ん
な
生
活
ス
タ
イ
ル
は
平
和

で
、
い
い
な
と
思
っ
た
」
と
振
り

返る。集
落
内
の
散
歩
が
日
課
だ
。
人

に
会
う
と
、
U
ボ
ー
ト
で
日
本
へ

航
海
し
た
体
験
を
話
す
。
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
と
、
こ
う
答
え
た
。

「
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
だ
」

e
U
5
1
1
号
を
呉
港
に
回
航
後
、
旧
日
本
海
軍
の
案

内
で
訪
れ
た
大
分
・
別
府
で
襲
思
撮
影
。
前
列
右
が
エ

ミ
ー
ル
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
さ
ん
　
①
「
日
本
語
を
も
っ
と

学
び
た
か
っ
た
」
と
話
す
エ
ミ
ー
ル
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
さ

ん
＝
ド
イ
ツ
の
ガ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハ
・
デ
ィ
ー
ス

困
イ
タ
リ
ア
渠
艦

1
9
4
3
年
9
月
に
イ
ヌ
リ
ア
が

無
条
件
降
伏
し
、
日
本
海
軍
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
中
の
イ
ヌ
リ
ア
潜

水
艦
3
隻
を
接
収
し
た
。
U
ェ
7
2
3

号
、
2
4
号
＝
写
真
＝
、
2
5
号
で
、
同

年
1
0
月
、
ド
イ
ツ
海
軍
に
無
償
譲
渡

さ
れ
た
。
′
2
3
号
は
4
4
年
2
月
、
マ
ラ

ッ
カ
海
峡
で
英
潜
水
艦
に
撃
沈
さ

れ
、
2
4
号
と
2
5
号
は
4
5
年
5
月
の
ド

イ
ツ
敗
戦
当
時
、
神
戸
港
で
修
理
中

だ
っ
た
。
2
隻
は
同
月
、
日
本
に
引

き
渡
さ
れ
て
伊
号
第
5
0
3
潜
水

。
　
艦
、
同
5
0
4
潜
水
艦
と
命
名
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も
実
戦
に
殺
人
さ
れ
る

こ
と
な
く
敗
戦
を
迎
え
、
4
6
年
に
縄

伊
水
道
で
溝
没
処
分
さ
れ
た
。
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帰
国
ま
で
4
年
体
験
記

固

明
る
い
緑
色
の
船
体
に
、
「
U

5
1
1
」
の
艦
名
。
後
方
で
轍
船

が
爆
発
炎
上
す
る
i
「
。

ド
イ
ツ
潜
水
艦
「
U
ボ
ー
ト
」

の
活
躍
を
描
い
た
表
紙
を
め
く

る
。
戦
時
中
に
日
本
へ
航
海
し
、

「
抑
留
」
を
経
て
、
戦
後
に
帰
国

す
る
ま
で
の
4
年
間
の
体
験
が
8

㌻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
北
部
の
町
ク
ッ
ク
ス
ハ

ー
フ
ェ
ン
に
あ
る
「
U
ボ
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
　
（
潜
水
艦
資
料

館
）
で
、
U
5
1
1
号
の
元
乗
組

員
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
キ
ュ
ル
ピ
ッ

ク
さ
ん
が
寄
贈
し
た
手
記
を
見
つ

け
た
。
所
在
を
捜
す
と
、
昨
年
7

月
、
8
8
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い

う
。
家
族
が
体
験
記
を
書
く
よ
う

勧
め
だ
と
聞
き
、
同
館
か
ら
約
2

5
0
㌔
南
方
の
町
ア
ー
レ
ン
の
自

宅
を
訪
ね
た
。

長
男
で
、
郵
便
局
に
勤
め
る
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
さ
ん
（
5
0
）
は
「
生
前

に
来
て
く
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に

父
が
喜
ん
だ
こ
と
か
」
と
残
念

が
っ
た
。
「
こ
れ
が
体
験
記
の

原
本
」
と
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、

本
文
4
0
㌻
ほ
ど
の
詳
細
な
も
の
だ

った。ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
さ
ん
は
海
軍
学

校
な
ど
で
教
育
を
受
け
、
1
9
歳
に

な
っ
た
1
9
4
2
年
秋
、
U
5
1

1
に
配
属
さ
れ
た
。
日
本
へ
の
回

航
当
時
、
魚
雷
担
当
の
上
等
水
兵

だ
っ
た
。「

子
ど
も
の
こ
ろ
、
U
5
1
1

が
（
艦
上
か
ら
）
ロ
ケ
ッ
ト
（
兵

器
）
を
発
射
し
た
初
め
て
の
潜
水

艦
だ
っ
た
と
知
り
、
興
奮
し
た
。

父
は
勤
勉
な
潜
水
艦
乗
り
で
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ

た
。
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
書
き

残
す
よ
う
に
勧
め
た
」

5
0
年
代
後
半
に
潜
水
艦
資
料
館

を
訪
ね
た
後
、
0
0
年
代
に
入
っ
て

半
年
以
上
か
け
て
つ
づ
っ
た
。
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
さ
ん
の
要
ウ
ル
ズ
ラ

さ
ん
（
5
4
）
が
体
裁
を
整
え
、
ヌ
イ

ブ
を
打
っ
た
。

日
本
滞
在
中
に
日
独
兵
士
が
交

流
し
た
様
子
を
と
ら
え
た
写
真
ア

ル
バ
ム
を
、
家
族
は
大
切
に
保
管

し
て
い
る
。

「
こ
の
ア
ル
バ
ム
を
父
は
大
事

に
し
て
い
た
。
テ
レ
ビ
で
京
都
の

映
像
が
出
る
と
、
『
自
分
も
行
っ

た
ぞ
』
と
ポ
ッ
リ
。
富
士
山
の
と

き
は
『
あ
の
山
の
ふ
も
と
に
泊
ま

っ
た
』
。
相
撲
を
紹
介
す
る
と
、

『
見
物
し
た
』
。
日
本
は
好
き
な

国
だ
っ
た
と
思
う
」
と
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
さ
ん
。
体
験
記
を
読
ん
だ
感

想
を
次
の
よ
う
に
謡
っ
た
。

「
彼
は
運
が
良
か
っ
だ
と
思

う
。
潜
水
艦
を
日
本
の
天
皇
に
贈

㊤
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
キ
ユ
ル
ピ
ッ
ク
さ
ん
が
つ
づ
っ
た
日
本
回
航
の
体
験
記
の
表
紙
。
∪
5
1
1
号
の
船
体
が
描
か
れ
て
い
る
⑪

「
思
ひ
出
」
と
書
か
れ
た
日
本
の
ア
ル
バ
ム
を
手
に
、
∪
5
1
1
号
の
乗
組
員
だ
っ
た
父
が
残
し
た
手
記
に
つ
い
て
語
る
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
・
手
工
ル
ピ
ッ
ク
さ
ん
廿
ド
イ
ツ
・
ア
ー
レ
ン
e
日
本
で
撮
影
さ
れ
た
日
独
兵
士
ら
の
交
流
。
手
前
左
が
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
さ
ん

る
こ
と
に
な
り
、
危
険
だ
っ
た

大
西
洋
の
作
戦
か
ら
は
ず
さ
れ

た
。
（
日
本
に
潜
水
艦
を
譲
渡

後
、
新
た
に
配
属
さ
れ
た
）
イ

タ
リ
ア
の
潜
水
艦
は
不
良
品
で
、

修
理
で
ド
ッ
ク
に
停
泊
ば
か
り
し

て
い
た
。
敗
戦
後
も
日
本
で
丁
重

に
抜
わ
れ
、
食
糧
事
情
も
よ
が
っ

た」
4
年
ぶ
り
に
帰
宅
し
た
当
時
、

あ
ま
り
に
太
っ
て
い
た
た
め
兄
弟

で
も
す
ぐ
に
は
気
づ
か
な
か
っ
だ

と
い
う
。

帰
国
後
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
さ
ん

は
地
元
の
炭
鉱
で
働
き
、
機
械
の

整
備
や
修
理
を
担
当
し
た
。
友
達

付
き
合
い
は
少
な
く
、
日
本
に
滞

在
し
た
旧
海
軍
兵
士
ら
の
集
い

「
ニ
ッ
ポ
ン
・
ク
ル
ー
」
に
は
一

度
も
出
席
し
な
か
っ
た
。

晩
年
、
老
い
た
父
を
元
気
づ
け

よ
う
と
、
家
族
は
潜
水
艦
の
こ
と

を
よ
く
話
題
に
し
た
。
U
5
1
1

の
体
験
記
は
、
一
家
の
宝
物
に
な

っ
て
い
る
。

◇

U
5
1
1
号
に
乗
り
込
ん
だ
日

本
人
の
一
人
で
、
当
時
ド
イ
ツ
駐

在
の
海
軍
代
表
委
員
だ
っ
た
野
村

直
邦
さ
ん
（
故
人
）
は
生
前
、
航

海
記
録
を
著
書
「
漕
艇
U
・
5
1

1
号
の
運
命
」
に
記
し
た
。
だ

が
、
ド
イ
ツ
人
乗
組
員
の
体
験
記

で
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
次
回
、
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
さ
ん
の
手
記
の
概
要
を
紹
介

する。
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